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〔１〕 旧石器・縄文時代 

(１) 答え：○う  岩
いわ

宿
じゅく

遺
い

跡
せき

 

岩宿遺跡は、1946年、考古学者の相
あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

によって発見されました。この遺跡の

発見により、日本にも旧石器時代に人々が住んでいたことが確実になりました。 

 

(２) 答え：○あ   相沢
あいざわ

忠洋
ただひろ

 

○い：モースは明治時代にお雇い外国人として来日し、1877年に大
おお

森
もり

貝
かい

塚
づか

を発見、発

掘しました。日本に近代考古学を導入しました。  

○う：野
の

尻
じり

湖
こ

から出土した太古のゾウの命名者です。 

○え：水
み

戸
と

光
みつ

圀
くに

は江戸時代の常盤
と き わ

水
み

戸
と

藩
はん

の第 2代藩
はん

主
しゅ

です。当時まだ現在のような考

古学の概念
がいねん

が無いなかで、 侍
さむらい

塚
づか

古墳（群
ぐん

馬
ま

県
けん

大
おお

田
た

原
わら

市）を発掘しました。 

  

(３) 答え：○う  黒曜石
こくようせき

 

黒曜石はガラス質で、割れた先端
せんたん

が鋭
えい

利
り

なため石
せき

鏃
ぞく

などに使用されました。同じ黒

曜石でも、原産地の違いにより、白っぽいものや赤っぽいものなど、色の違いが見ら

れます。日本国内で黒曜石がとれる場所は決まっているため、石の成分を分析するこ

とでどの場所でとれたものかが分かり、当時の黒曜石の流通を知ることができます。 

○あ：香
か

川
がわ

県や奈良
な ら

県の二
に

上
じょう

山
さん

が産
さん

地
ち

として有名です。ガ

ラス質の石で打ち欠くと薄くはがれます。割れた先端

が鋭
えい

利
り

なためナイフや、石
せき

鏃
ぞく

として使用されました。

叩くと「カンカン」と音がするのでカンカン石とも呼

ばれます。 

○い：マグマが冷えて固まった火成岩
かせいがん

の一種で、御影石
みかげいし

とも

いいます。花
か

崗
こう

岩
がん

は緻
ち

密
みつ

で硬く、取れる場所が多いことから、古墳の石室や城

の石垣、神社の鳥居等に利用されてきました。 

 

(４) 答え：弓矢と土器 

地球の温暖化により、日本列島の自然環境が大きく変化しました。イノシシやシカ

 

サヌカイトの石器 
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などの中型
ちゅうがた

動物を狩
か

るために弓矢が発明され、ドングリの渋
しぶ

を抜いたり調理する道

具として土器が作られるようになりました。このことで、食べ物が保存できるように

なり、加熱することにより安全で栄養が豊富なものを食べることができるようになり

ました。 

青銅器と鉄器は、弥生
や よ い

時代に大陸や朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

に伝えられたと考えら

れています。金属を作るのに専門の知識や技術を持った職人が必要なため、これらを

作ったり配ったりできるのは権力を持つ人たちだったと考えられています。金属器を

使うことによってより効率的に物事を行うことができるようになりました。 

 

〔２〕 弥生時代 

(１) 答え：○い  

明治17年(1884年)東
とう

京
きょう

都
と

向
むかい

ヶ
が

岡
おか

弥生
や よ い

町
ちょう

で最初に発見さ

れた赤っぽい土器が地名をとって弥生土器と名づけられ、そ

こから弥生時代というよび方になりました。 

 

(２) 答え：○あ  大きく 

銅
どう

鐸
たく

は、時代が進んで新しく作られたものほど大きくなり、弥生時代の後期には１

ｍを越す大きさのものもあらわれます。これは、音を鳴らして使う実用の道具から、

ムラのまつりに使う祭
さい

祀
し

の道具に変化したためだといわれています。 

 

(３)  答え：○う  志賀
し か の

島
しま

 

金印は、江戸時代に志
し

賀
かの

島
しま

で農作業の途中に偶然発見されました。中国「漢」の皇
こう

帝
てい

から倭
わ

国
こく

(当時の日本)の王に贈
おく

られたもので、国宝になっています。 

 

(４) 答え 

 太
ふと

形
がた

蛤
はまぐり

刃
ば

石
せき

斧
ふ

 ― 木を切り倒す  

 石
いし

包丁
ぼうちょう

 ― 穀物の穂を摘み取る  

 鋤
すき

 ― 土を掘り起こす  

 

第一号の弥生土器

です！ 
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弥生時代のはじめ、大
たい

陸
りく

系
けい

磨
ま

製
せい

石
せっ

器
き

とよばれるそれまで日本には無かった石器が稲
いな

作
さく

とともに大陸から伝えられました。主に農具などを作るための木材の加工に使用さ

れ、弥生時代のはじめの頃は石器や木製品が主に使われましたが、弥生時代後期ごろ

鉄器が普
ふ

及
きゅう

していくと石器は鉄器へと入れかわっていきました。 

 

(５) 答え：○あ  銅剣 

稲作が開始されると、人々は水や土地を巡って争うようになりました。弥生時代に

なると、争いによって殺されたとみられる人骨が多く見つかるようになります。青銅

器や鉄器などの金属器は大陸から伝わり、後に国内でも生産されるようになります。

はじめ武器として使われたのは青銅器ですが、やがて祭りのための宝物
ほうもつ

へと役割が変

わっていきます。 

 

(６) 答え：○い  中国のお金 

中国「新
しん

」の時代（西
せい

暦
れき

8～23年）に作られた、青
せい

銅
どう

製
せい

の貨
か

幣
へい

です。 

 

〔３〕 古墳時代 

(１) 答え：○い  

鏡の縁の部分の断面形が三角形になってい

ます。鏡面の裏側に中国神話の神様（西王母
せいおうぼ

と

東王
とうおう

父
ふ

）と獣（トウテツという中国神話の怪物）

が象
かたど

られていることから三角縁神獣鏡と呼ば

れています。 

 

(２) 答え：○い  百舌鳥
も ず

 

百舌鳥
も ず

古
こ

墳
ふん

群は日本最大の大
だい

仙
せん

古墳（仁
にん

徳
とく

天
てん

皇
のう

陵
りょう

）をはじめとした総勢 44基の古

墳群で、元々は 100基以上の古墳が存在していたといわれています。4～6世紀に作

られ、半分近い 19基が国の史跡、残りの 23基も宮内庁によって陵
りょう

墓
ぼ

（天皇や皇族

の墓）などに指定されている一大古墳群です。誉
こん

田
だ

御
ご

廟
びょう

山
やま

古
こ

墳
ふん

（応
おう

仁
にん

天
てん

皇
のう

陵
りょう

）など

 
神様 神様 

獣 
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を含む古市
ふるいち

古墳とあわせ、「百舌鳥・古市古墳群」として 2019年に世界遺産に登録さ

れました。 

 

(３) 答え：○う  ウマ 

○あの牛形埴輪も、奈良県田
た

原
わら

本
もと

町
まち

などで見つかっ

ていますが数は少なく、古墳の埴輪のモチーフとし

て圧倒的に多いのは馬形埴輪です。ウマは個人が所

有する「乗り物」であり、権力者にとって自分たち

の地位を誇示するのにぴったりの生き物でした。 

 

(４) 答え：○あ  

高温で焼かれ、灰色に硬く焼き締
や  し

められた須恵器は水が漏
も

れにくく、液体を保存す

るのに適していました。一方で何度も火にかけると割れてしまうため、煮炊きには不

向きでした。 

 

(５) 答え：○あ  牛頸
うしくび

 

「牛
うし

頸
くび

須
す

恵
え

器
き

窯
かま

跡
あと

」です。牛頸と名前はつきますが、窯跡自体は牛頸だけではなく

上大利から牛頸にかけての丘
きゅう

陵
りょう

や山間部に広がっています。 

 

〔４〕 古代 

 (１) 答え：○い  白
はく

村江
すきのえ

の戦い 

663年、日本と百済が朝鮮半島の白
はく

村
すきの

江
え

（現在の錦
きん

江
こう

河口付近）で唐
とう

・新羅
し ら ぎ

連合

軍と戦い、敗北したのが白村江の戦いです。○あの関ヶ原の戦いは 1600年に岐
ぎ

阜
ふ

県の

関ヶ原で起きた、徳川家康率いる東軍と、豊臣秀吉の家
か

臣
しん

である石田光
いしだみつ

成
なり

率いる西軍

との戦いです。勝者の徳川家康はその後江戸幕府を開きました。○うの壇ノ浦の戦い

は平安時代の終わりに山口県下関で起きた、平家
へ い け

が源氏
げ ん じ

に負けて滅亡した戦いです。 

 

(２) 答え：○あ  ７世紀の大化の改新の後頃  

 
マタの間を見たらオス

メスがわかるよ！ 
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西暦 663年に、当時朝鮮半島にあった百済
く だ ら

を救援するため現地に向かった倭の軍

隊は白村江の戦いで唐と新羅連合軍に大敗を喫
きっ

します。唐と新羅に攻め入られること

を恐れて、防衛施設として造られました。 

 

(３) 答え：○う  基肄
き い

城
じょう

（佐賀県） 

大野城と共に築かれた日本最古の古代山城である基肄
き い

城
じょう

は、1954（昭和 29）年に

国の特別史
し

跡
せき

に指定されました。○あ鬼
き

ノ
の

城
じょう

は、文
ぶん

献
けん

に名前のない神
こう

籠
ご

石
いし

系山城で、

1986（昭和 61）年に国史跡に指定、○い屋
や

嶋
しま

城
じょう

は、日本書紀に 667（天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

６）年

に築かれたことが記されており、1934（昭和 9）年に国史跡に指定されました。 

 

(４)  答え：○う  魔除け 

鬼
おに

瓦
がわら

は屋根の棟
むね

の端を塞
ふさ

いで飾
かざ

りつけるための瓦で、鬼の顔には、悪いものを寄

せ付けない辟
へき

邪
じゃ

（魔除け）の役割があるといわれています。大
だ

宰
ざい

府
ふ

政
せい

庁
ちょう

などでみつ

かる大宰府式鬼瓦は特に立体的で迫
はく

力
りょく

のある顔をしており、建物の風格を印象付け

ています。 

 

（５） 答え：○い  富本
ふ ほ ん

銭
せん

 

平成 10年に飛鳥
あ す か

池
いけ

遺跡で７世紀後半の層から富
ふ

本
ほん

銭
せん

が出土したことで、和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

よりもさらに古い貨
か

幣
へい

として富本銭の存在が明らかになりました。富本銭のモデルと

なったと言われている中国・唐の貨幣が開
かい

元
げん

通
つう

宝
ほう

です。 

 

(６) 答え：○い    

書かれた顔は疫病
やくびょう

神
がみ

で、病気になった人が自分の使っている土器にその顔を描い

て、水に流して災いから逃れようとしたものと考えられています。 

 

(７)  答え：○い  大伴旅人
おおとものたびと

 

大
おお

伴
ともの

旅
たび

人
と

が 730年に自宅で役人らを招き開催した「梅花の宴」で詠
よ

まれた歌が「令

和」の由来となったと言われています。大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

は旅人の息子。菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

は平安時

代に活躍した政治家・学者です。 


